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文部科学省研究振興局学術研究助成課文部科学省研究振興局学術研究助成課

資料1
科学技術・学術審議会学術分科会

学術の基本問題に関する特別委員会（第3回）

 

Ｈ21.4.23



1

◇◇

 
「学術研究」（研究者の自由な発想に基づく研究）を対象とする競争的資金。「学術研究」（研究者の自由な発想に基づく研究）を対象とする競争的資金。

◇◇

 
人文・社会科学から自然科学まですべての人文・社会科学から自然科学まですべての研究研究分野をカバー。分野をカバー。

◇◇

 
審査は、延べ６，０００人に及ぶ研究者が実施（ピア審査は、延べ６，０００人に及ぶ研究者が実施（ピア・・レビュー）。レビュー）。

◇◇

 
予算規模は予算規模は１１，９，９７０７０億円（平成億円（平成２１２１年度）年度）

 政府の競争的資金（４，政府の競争的資金（４，９１３９１３億円）の約４０％億円）の約４０％

◇◇

 
新規応募新規応募約１０．４約１０．４万件に対し、採択は万件に対し、採択は約２約２．．４４万件（採択率万件（採択率約約２２３３％）％）（平成２０年度）（平成２０年度）

◇◇

 
年年５万件を５万件を超超える研究に補助金を交付える研究に補助金を交付

科学研究費補助金について
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科学研究費補助金科学研究費補助金

による研究の推進による研究の推進

各省がそれぞれ定める目的のため

の公募型研究の実施

イ ニ シ ア テ ィ ブ

政府による主導

【mission-oriented research】
研究者の自由な発想

【学術研究 (curiosity-driven research)】

研
究
内
容
・
研
究
者
・
研
究
組
織
等

政府主導の国家プロジェクトの実施
大学共同利用機関

大学附置研究所
などにおける特定目的の研究の推進

あ
ら
か
じ
め

 

設
定

政府による研究推進の分類

研
究
者

 

の
自
由

基盤的経費

による研究の推進

公
募
・
審
査

【
競
争
的
研
究
資
金
】

「科学研究費補助金」（科研費）は、人文・社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、基礎から応用まで

のあらゆる｢学術研究｣（研究者の自由な発想に基づく研究）を格段に発展させることを目的とする「競争的資金」
であり、ピア・レビューによる審査を経て、独創的・先駆的な研究に対する助成を行うもの。

科学研究費補助金の位置付け科学研究費補助金の位置付け



3研研

 

究究

 

種種

 

目目

 

のの

 

趣趣

 

旨旨

基盤研究（Ｓ）

原則５年

 

5,000万～２億円程度

＊独創的・先駆的研究の格段の発展

基盤研究（Ａ）・（Ｂ）・（Ｃ）

３～５年

 

（Ａ）

 

2,000～5,000万円

（Ｂ）

 

500～2,000万円

（Ｃ）

 

～500万円

＊研究者個人の独創的・先駆的研究

研究者の自由な発想に基づく研究の多様性の確保

若手研究者の自立支援

若手研究（Ａ）
２～４年

 

500～3,000万円

若手研究（Ｂ）
２～４年

 

～500万円

若手研究（Ｓ）

 
５年

 

概ね3,000万円

～１億円程度

若手研究（ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ）

 
２年

 

年間150万円以内

特別研究員奨励費

 
３年以内

 

年間150万円以内

特別推進研究

３～５年

 

制限なし

 

（5億円程度）

＊国際的に高い評価を得ている研究

新領域の形成、挑戦的研究

新学術領域研究※

異分野連携等による新領域

 
形成や挑戦的研究などの推

 
進

〔研究領域提案型〕

 

５年

年間1,000万～3億円程度

共同研究等による新領域形

 
成や領域の格段の進展

〔研究課題提案型〕

 

３年（評

 
価により2年延長）

年間1,000万円程度

従来の分科・細目区分を超え

 
る新興・融合分野の研究

研研

 究究

 費費

 のの

 規規

 模模

 ／／

 研研

 究究

 のの

 発発

 展展

国際的に評価の高い研究の推進

注：※印を付した研究種目の審査は

文部科学省が担当。
科学研究費補助金の研究種目

 （平成２１年度）

特定領域研究※

〔領域〕

 

３～６年

 

年

 

間2,000万～6億円

 

【新規募集停止】

〔公募〕

 

１～２年

 

400 
万円程度

学術創成研究費

【新規募集停止】

５年

 

年間7,000万円程

 

度

挑戦的萌芽研究

１～３年

 

～500万円

＊挑戦的で高い目標設定を掲げた

 
芽生え期の研究

特別研究促進費※

＊実験的試行、緊急研究
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研 究 種 目 等 研 究 種 目 の 目 的 ・ 内 容

科学研究費

特別推進研究 ※ 国際的に高い評価を得ている研究であって、格段に優れた研究成果をもたらす可能性のある研究
（期間３～５年、１課題５億円程度を目安とするが、制限は設けない）

特定領域研究 我が国の学術研究分野の水準向上・強化につながる研究領域、地球規模での取り組みが必要な研究領域、社会的要請の特に強い研究領域を特定して機
動的かつ効果的に研究の推進を図る （期間３～６年、単年度当たりの目安１領域 ２千万円～６億円程度）

新学術領域研究 （研究領域提案型）
研究者又は研究者グループにより提案された、我が国の学術水準の向上・強化につながる新たな研究領域について、共同研究や研究人材の育成等の取
り組みを通じて発展させる（期間５年、単年度当たりの目安1領域 １千万円～３億円程度）
（研究課題提案型）
確実な研究成果が見込めるとは限らないものの、当該研究課題が進展することにより、学術研究のブレークスルーをもたらす可能性のある、革新的・
挑戦的な研究（期間３年、単年度当たり１千万円程度）

基盤研究 ※ （Ｓ）１人又は比較的少人数の研究者が行う独創的・先駆的な研究（期間５年、１課題 5,000万円以上２億円程度まで）
（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）１人又は複数の研究者が共同して行う独創的・先駆的な研究

（期間３～５年）
(A) 2,000万円以上 5,000万円以下

（応募総額によりＡ・Ｂ・Ｃに区分）(B) 500万円以上 2,000万円以下
(C) 500万円以下

挑戦的萌芽研究※ 独創的な発想に基づく、挑戦的で高い目標設定を掲げた芽生え期の研究（期間１～３年、１課題 500万円以下）

若手研究 ※ （Ｓ）４２歳以下の研究者が１人で行う研究（期間５年、概ね3,000万円以上１億円程度まで）
（Ａ）（Ｂ）３９歳以下の研究者が１人で行う研究

（期間２～４年、応募総額によりＡ・Ｂに区分） (A)500万円以上3,000万円以下
(B) 500万円以下

（スタートアップ）研究機関に採用されたばかりの研究者が１人で行う研究（期間２年、年間150万円以下）

奨励研究 ※ 教育・研究機関の職員、企業の職員又はこれら以外の者で科学研究を行っている者が１人で行う研究（期間１年、１課題 100万円以下）

特別研究促進費 緊急かつ重要な研究課題の助成、研究助成に関する実験的試行

研究成果公開促進費

研究成果公開発表 研究者グループ等による学術的価値が高い研究成果の社会への公開や国際発信の助成

学術定期刊行物 ※ 学会又は、複数の学会の協力体制による団体等が、学術の国際交流に資するために定期的に刊行する学術誌の助成

学術図書 ※ 個人又は研究者グループ等が、学術研究の成果を公開するために刊行する学術図書の助成

データベース ※ 個人又は研究者グループ等が作成するデータベースで、公開利用を目的とするものの助成

特定奨励費 学術研究諸団体が行う学術的・社会的要請の強い特色ある研究事業の助成

特別研究員奨励費 ※ 日本学術振興会の特別研究員（外国人特別研究員を含む。）が行う研究の助成（期間３年以内）

学術創成研究費 ※ 科学研究費補助金等による研究のうち特に優れた研究分野に着目し、当該分野の研究を推進する上で特に重要な研究課題を選定し、創造性豊かな学術
研究の一層の推進を図る（推薦制 期間５年）

※印の研究種目の審査は、日本学術振興会が行っています。
注）「特定領域研究」、「学術創成研究費」及び「研究成果公開発表(Ａ):シンポジウムの開催」は、新規募集を停止しています。
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〔平成16年度運営費交付金予算額 １兆２,４１５億円〕

〔平成17年度運営費交付金予算額 １兆２,３１７億円【対前年度▲９８億円減（▲０.８％減）】〕

〔平成18年度運営費交付金予算額 １兆２,２１４億円【対前年度▲１０３億円減（▲０.８％減）】〕

特別教育研究経費

７４１億円

効率化 ▲９７億円

経営改善 ▲９２億円

計 ▲１８９億円

教 育 研 究 経 費 相 当 分

１兆３６９億円

特別教育研究経費

７８６億円

教 育 研 究 経 費 相 当 分

１兆１４８億円

効率化 ▲９６億円

経営改善 ▲８３億円

計 ▲１７９億円

▲９８億円減

▲１０３億円減

特 殊 要 因 経 費

特 殊 要 因 経 費

１,３８３億円

〔平成21年度運営費交付金予定額 １兆１,６９５億円【対前年度▲１１８億円減（▲１.０％減）】〕

〔平成19年度運営費交付金予算額 １兆２,０４３億円【対前年度▲１７１億円減（▲１.４％減）】〕

〔平成20年度運営費交付金予算額 １兆１,８１３億円【対前年度▲２３０億円減（▲１.９％減）】〕

教 育 研 究 経 費 相 当 分

９,９８３億円

特別教育研究経費

７８１億円

教 育 研 究 経 費 相 当 分

９,８８４億円

効率化 ▲９５億円

経営改善 ▲７４億円

計 ▲１６９億円

特別教育研究経費

８００億円

効率化 ▲９４億円

経営改善 ▲６４億円

計 ▲１５８億円

特別教育研究経費

７９０億円

教 育 研 究 経 費 相 当 分

９,７３５億円

▲１７１億円減

▲２３０億円減

特 殊 要 因 経 費

１,３７８億円

特 殊 要 因 経 費

１,４３１億円

特 殊 要 因 経 費

１,２８８億円

特別教育研究経費

９８０億円

教 育 研 究 経 費 相 当 分

９,５４７億円
特 殊 要 因 経 費

１,１６８億円

効率化 ▲９４億円

経営改善 ▲５８億円

計 ▲１５２億円

▲１１８億円減

※ 平成19年度運営費交付金予算額における「教育研究経費相当分」及び「特別教育研究経費」においては、一部組替掲記を行っている。

国立大学法人運営費交付金の推移

〔平成21年度運営費交付金予算額

 

１兆１，６９５億円【対前年度▲１１８億円減（１.０％減）】〕
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私立大学等における経常的経費と経常費補助金額の推移
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件数

応募件数と採択件数の推移

137,000

112,000

103,000

73,000

59,000

104,000

87,000

81,000

66,000

53,000

57,000

45,00042,000

24,000
18,000
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21,00020,00017,000
12,000
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140,000

160,000

S６３  H５  Ｈ１０ Ｈ１５ Ｈ２０

応募件数（新規＋継続） 応募件数（新規）

採択件数（新規＋継続） 採択件数（新規）
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年度

27.6

23.8
22.2 21.8 21.6 21.1

22.7 22.5
21.5

22.2

20.321.621.4

26.1

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

採択率

％

「科学研究費」の新規採択率の推移（Ｈ７～Ｈ２０）

※「科学研究費」･･･

 

特別推進研究、特定領域研究、新学術領域研究、基盤研究、
萌芽研究、若手研究、奨励研究（平成２０年度）
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43,442

48,125
50,042 49,705

45,648

2,8892,915
3,017

3,230

3,123
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5,000
平均配分額（千円）

採択件数（新規
＋継続）

平均配分額

「科学研究費」（新規＋継続）の採択件数と平均配分額（過去５年間）

※「科学研究費」･･･

 

特別推進研究、特定領域研究、新学術領域研究、基盤研究、
萌芽研究、若手研究、奨励研究（平成２０年度）
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○ 「基盤研究」（平成20年度交付分）の場合

第２段審査
（合議審査）

第２段審査
（合議審査）

●12～22人程度の第２段

審査委員で構成する専門

分野委員会（35委員会）

において合議審査

（約900人）

●第１段審査委員の付した

評点等を基に採択課題を

調整・決定

●POが司会進行、資料説明等

●284の専門分野に第

１段審査委員を配置

（約4,200人）

●１研究課題について、

６人又は３人の第１段

審査委員が個別に書

面審査

●「第１段審査の基準」

に基づき評価

ピア・レビュー
※

第１段審査
（書面審査）

第１段審査
（書面審査）審査委員の選任審査委員の選任

●日本学術振興会

学術システム研究

センターのＰＯが

中心に作業を行い、

審査委員候補者案を

作成し、科学研究費

審査委員選考会で

決定

○評価ルール（「科学研究費補助金（基盤研究等）における審査及び評価に関する規程」）に基づく審査

交付内定、決定交付内定、決定

※ピア・レビュー

 

：

 

専門分野の近い複数の研究者による審査

科研費の科研費の審査委員の選考と審査委員の選考と審査審査の流れ（概要）の流れ（概要）
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1 ,970 (+38 )1 ,9 32 (+19 )

1 ,4 19
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最近１０年間の科学研究費補助金の推移（補正後予算）

1,367 1,393(+26)

1,468(+75)
1,517(+49)

1,567(+50)
1,607(+40) 1,620(+13) 1,617(▲3)

1,579(▲38)
1,598(+19)

0
68(+68)

107(+39) 116(+9) 125(+9) 132(+7)
180(+48)

296(+116)
353(+57)

372(+19)

0

500

1,000

1,500

2,000

１２年度 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

（億円）

1,461億円 1,575億円 1,633億円 1,693億円 1,739億円 1,800億円 1,913億円 1,932億円（補正後予算額）

（年度）

1,367億円 1,970億円

直接経費

間接経費
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○新たな領域を開拓するための「新学術領域研究」を拡充（６５億円増）

○若手研究者の自立を促進するための「若手研究(Ｓ)」を充実（７億円増）

○既存の研究種目について見直しを行い、転換・統合等を実施

平成21年度予算額

 

：１，９７０億円
（平成20年度予算額）

 

：１，９３２億円
【対前年度

 

３８億円増】

科 学 研 究 費 補 助 金 の科 学 研 究 費 補 助 金 の 充 実充 実

○国公私立大学の多様な研究者が応募する「基盤研究（Ｃ）」の充実（１４億円増）

研究者の自由な発想に基づく学術研究を幅広く推進

◎ 多様な学術研究を支える基盤研究の充実

 

（２４億円増）

◎ 革新的な学術研究の推進

 

（６５億円増）

◎若手研究者育成・支援の拡充

 

（１２億円増）

その他の費目の見直し

 

（△６３億円）

○応募上限額の拡大に伴う「基盤研究（Ｓ）」の充実(１０億円増）

○若手研究者のチャレンジする機会を確保するための「若手研究(Ｂ)」を充実（５億円増）
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